
ICT活用 

〜さわって、考えて、活かす〜 

三重県立特別支援学校西日野にじ学園

NPO法人支援機器普及促進協会 

専門主事　　高松　崇





本日の資料はスライド枚数が 
多くなっておりますので、 

紙での配布はしておりません。 
インターネットより 

ダウンロードしてお使いください。 

ピンクで囲まれている画像は動画ですので 
PDFファイルでは視聴できません。 
YouTube等で検索してみてください。 

その代わりと言っては何ですが 
録音・録画・撮影 

どんな記録をしていただいても 
結構です。 

本日の資料



http://npo-atds.org

本日の資料のダウンロード方法

http://npo-atds.org


本日の機器構成

HDMI

iPhone6

AirPlayミラーリング

iPad Pro

Keynote 
Remote

 WATCH



自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部２年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




出来るを支えるICT



MaBeee



Pechat | すべてのぬいぐるみを、おしゃべりに。



Moff Band



壁やテーブルがスマホの画面に！ タッチで動かすスマートプ
ロジェクター『Xperia Touch』



もとめられている力



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

情報のインプット

情報のアウトプット

情報の処理

情報の蓄積

情報の応用

そもそも何の為の行為 



読む⇒目の発達　追視・注視

書く⇒指の発達　粗大運動から微細運動

コミュニケーション⇒
　　　脳の発達　切れやすい　前頭前野の発達

*NHK ニッポンの家族　非常事態！





ゲーム 読書

面で素早く 行でじっくり





握り持ち 三点持ち

人差し指の出番は無い 人差し指はキーマン



https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/

https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/


携帯ゲーム ごっこ遊び

話す機会は殆ど無し
罵声のみ

やりとり遊び
順番・模倣・語彙・・



乳児のモバイル使用、言葉の発達遅れるリスクも　学会で発表 
CNN.co.jp 5/5(金) 12:54配信 

（ＣＮＮ）　スマートフォンやタブレットなどのモバイル機器で乳幼児を遊ばせるほど、言葉の発達は遅れる可能性
がある――。カナダの研究者が４日、小児科学会でそんな調査結果を発表した。


発表を行ったカナダ・トロント大学の研究者によると、生後６カ月～２歳の乳幼児は、スマートフォンやタブレット、
携帯ゲーム機などで遊ぶ時間が長いほど、言葉の発達が遅れる可能性が大きくなることが分かったという。


モバイル機器とコミュニケーション能力の発達の関係を調べた調査は初めてではないかとしている。


研究チームは乳幼児約９００人について、保護者からの聞き取りで生後１８カ月の時点でのモバイル機器の使用時間
を調べ、表現力や使える単語数といった言葉の発達の程度と比較した。


その結果、乳幼児の２０％が１日当たり平均で２８分、モバイル機器を使用していることが判明。１日当たりの使用
時間が３０分増えるごとに、音声や言葉を使った表現発話の発達が遅れるリスクは４９％増大することが分かった。


一方、動作やボディランゲージ、人とのかかわりといったコミュニケーション能力の発達と、モバイル機器の使用と
の間に相関関係は見られなかった。


研究者はこの調査結果について、乳幼児のモバイル機器使用とコミュニケーション能力の発達の遅れとの相関関係を
うかがわせるとしながらも、モバイル機器が原因かどうか判断するためには、さらに研究が必要だと指摘している。


米小児科学会ではモバイル機器の使用について、家族とのビデオチャットを除き、１８カ月未満の乳幼児には一切使
わせないことが望ましいとしている。

http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html

https://headlines.yahoo.co.jp/list/?m=cnn
https://rdsig.yahoo.co.jp/RV=1/RE=1495250962/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuZmFjZWJvb2suY29tL3NoYXJlci9zaGFyZXIucGhwP3U9aHR0cHM6Ly9oZWFkbGluZXMueWFob28uY28uanAvaGw_YT0yMDE3MDUwNS0zNTEwMDcyNC1jbm4taW50/RS=%5EADA_IgO3X7wh_2XHcSNAErLzyO4NYI-;_ylt=A7YWNjgSQw1ZID0AId_9luZ7
http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html


就学前の経験は、
読み・
書き・
コミュニケーション
に大きな影響がある

粗大運動から微細運動   

人との関わり 

ブロック、
ごっこ遊び、
模倣、
ルール



iPad	の活用法

さわって、考えて、活かす



音声入力



手書認識



カメラ



動画



AR(拡張現実)



音声読上(スピーチ)



アプリケーション



特別支援教育における活用



特別支援学級
特別支援学級には、障害種の異なる様々な子供たちが在籍
しています。そのため、一人一人の教育的ニーズを把 握し、
その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克
服するため、適切な指導及び必要な支援を行うこ とが求
められています。  特別支援学級が通常の学級や通級指導
教室と異なる点として、個別の障害特性や発達段階を考慮
した学習と、小 集団の特性を活かした学習の両方が求め
られる点にあります。ICTは個別の指導にも、小集団の指
導にも活用する ことができます。  ただし、個別の指導や
小集団の指導にICTを利用する際、ICTは困難さをサポー
トしたり、自信をつけたり、ある いは学習意欲を高めた
りする際に使える便利な「道具」であることを忘れてはい
けません。全てをICTにより解決 するのではなく、ICTを
「今までの可能性を少しだけ広げてくれる、ただの道具」
と捉え、有効に活用することが 重要です。



自立活動

一斉授業
個別指導

教科学習 
(ドリル…)

自尊心の向上

AAC・AT

興味・関心

授業の進行

役割活動
タイマー・クイズボタン

カスタマイズ

視覚支援
カメラ・ビデオ



通級指導教室
通級による指導においては、障害による学習上ま
たは生活上の困難を改善 または克服するための指
導が、特別支援学校における自立活動を参考とし、
そ の内容を取り入れながら行われています。障害
により十分な学習を行うことが できない場合には
(難聴により、教員の解説などを正確に聞き取るこ
とが困難 で、学習内容が十分に理解できない場合
など)、各教科の内容を補充するため の指導を行
うこともあります。子供一人一人のニーズに基づ
く個に応じた指導 が、そのねらいに応じて「個別
の指導」や「小集団による指導」の形態で進めら
れています。



治療教育(克服) 機能代替(補完)

読む

書く

計算する

記憶する

推測する

音声読み上げ・OCR

音声入力・キーボード入力 
手書き入力

電卓

画像・ボイスレコード

MindMap・ 
思考の見える化

気づき
一斉授業では出来ない 
アプローチ
見るトレーニング 
 ビジョントレーニング
音・動き

書くトレーニング 
 手の巧緻性
操作性・手書き

思考トレーニング 
  文章題・作文
見える化



特別支援学校
特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、
肢体不自由者、または病弱者（身体虚弱者を含む）に対し
て、幼稚園、小学校、中学校または高等学校に準ずる教育
を施すとともに、障害による学習上または生活上の困難を
克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目
的



総合的な学習

AAC
シンボルVOCA 
テキストVOCA 

AT
アクセシビリティ 
周辺機器(スイッチ 

自立
メモ 
リマインダー 
アラーム 
ナビ 

学習
定着(個別課題 
分かる工夫 
  視覚支援… 
出来る工夫 
  手順書… 

感覚統合 
 スヌーズレン 
認知学習 
楽器の代替 
デジタル書籍 

疑似体験 
AR(拡張現実 
余暇活動 
遠隔授業 



通常学級
学級の中でのICTの使い方 
 通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達
障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性 が関
係している場合があります。  その特性に配慮して支
援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合が
あります。 
 ICTを用いた支援は、クラスの中で 
1.ICT機器をすべての子供に用いる  
2.ICT機器を教材の1つの選択肢として、子供が選び
使用する  
3.ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる 
など、様々な用い方が考えられます。 



ユニバーサルデザイン授業

合理的配慮

一斉指導 
視覚支援

教材配布・回収
拡大提示・電子黒板

協働学習・プレゼンテーション

個別学習

(クラスに1台)

(グループに1台)

(一人に1台)
読む 
書く 
計算する 
記憶する 
推測する

機能代替



参考図書









「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



｢この子らを世の光に｣

「この子らはどんな重い障害をもっていても、だれと取り替えることもで
きない個性的な自己実現をしているものである。人間と生まれて、その人
なりに人間となっていくのである。その自己実現こそが創造であり生産で
ある。私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも立派な生産者で
あるということを、認め合える社会をつくろうということである。『この
子らに世の光を』あててやろうという哀れみの政策を求めているのではな
く、この子らが自ら輝く素材そのものであるから、いよいよ磨きをかけて
輝かそうというのである。『この子らを世の光に』である。（「糸賀一雄
著作集３」より引用）



h"p://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

